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『日本の気候変動2025を用いた気候変動解説の手引き』

⚫ 位置付け：
普及啓発の場面での的確な説明を支援するための表現に関する補助資料

⚫ 内容：

• 「日本の気候変動2025」本編の内容に、説明表現や注意点等の補足を記載 

✓ 独自に文章を書く場合や、口頭で説明する場合に使う表現について「適切な言い換え表現」、
「非推奨の表現」の例

✓ 説明に適した例え

• 問い合わせが多い事項に関する追加説明

• 「平均気温1℃上昇の意味」の補足説明方法

• 説明時に紹介できるような生活等への影響（「気候変動影響評価報告書」から引用）

や適応策事例等

※「本編」自体は2025年3月公表時のまま更新等はせずに、上記を追加

2026年３月、『日本の気候変動2025※』を用いた気候変動解説を支援
するための資料を公表しました。
※日本における気候変動に関して観測結果と将来予測を取りまとめた資料（2025年３月、文部科学省・気象庁）

かみ砕いた説明が
科学的に誤った表現に
なっていないか

実感してもらう
ために必要

地方公共団体等担当者の
活用推進
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日本の年平均気温について
「上昇率は100年当たり1.40℃の割合」

上昇率や増加率について説明する際は
以下のような表現に注意してください。

× 100年で●℃上昇
（特定の100年間（例えば1921年から2020年）の上昇
量が●℃であることを意味するわけではなく、1898～
2024年の平均的な変化の割合を示しているため。）

× 2024年までの100年で●℃上昇
（2024年までの100年で計算したのではなく、1898～
2024年で計算した結果を100年当たりの上昇量で示
しているため）

× 100年前と比べて●℃上昇
（特定の年に対する上昇量ではないため）

○ 100年当たり●℃の上昇
（「割合で」を省略しても構いません）

『日本の気候変動2025を用いた気候変動解説の手引き』を公表しました

報告書本編 解説

New！ 報告書本編

解説 New！
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⚫ 『日本の気候変動2025』ウェブサイトに掲載（PDFファイル）
https://www.data.jma.go.jp/cpdinfo/ccj/index.html

解説の手引きの閲覧方法

図や動画の素材も
掲載しています

https://www.data.jma.go.jp/cpdinfo/ccj/index.html
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